
令和 6 年度 中津川市公立病院経営強化プラン 

評価委員会評価書 

 

（機能分化・連携強化） 

・恵那市との連携で広域化の現状について聞きたい。 

 ・広域化とは市民病院と市立恵那病院が一緒にやるということか。 

 ・中津川市と恵那市の共通認識ですか。 

・広域化には新病院構想が必要。 

・建設に向けた基金を積んでいくことが必要。 

・長野県側の負担も考える必要がある。 

・リニア駅周辺に新病院ができるといい。 

・坂下診療所も広域化のネットワークの 1 つであり、そろそろ結論を出してほしい。 

・基幹病院や 10 箇所の国保診療所や開業医の減少、介護も含めた検討が必要。 

・大きなワーキンググループが必要。 

・将来的なまちづくりにもつながる話であり、恵那市と一緒にやらなければならない。 

 

（逆紹介患者件数） 

 ・評価が C であった要因、課題、対策はどうか。 

 ・地域包括ケアシステムが大事だが、ケアマネや介護スタッフが不足している。 

 

（医師・看護師等の確保） 

 ・奨学金もあって医師 2 名の増加はたまたまなのか、流れを知りたい。 

 ・引き続き人材の確保をお願いしたい。 

・サービスを理由に他市の病院へ行くことがないよう、サービスの充実をお願いしたい。 

 

（タスクシェア・タスクシフティング） 

 ・ナースプラクティショナー（一定レベルの診療が行える看護師）についての考えはどうか。 

 

（サービス向上の取組み） 

 ・満足度調査のサンプル数、結果、特徴的な意見について聞きたい。 

・満足度を上げて、受入患者数の増加や更なる経費削減に引き続き努めてほしい。 

・複数の診療科にかかった方の院内情報共有ができていない、大腸検査でのトイレの混雑、整

形外科の待合の混雑といった苦情を聞いているので、PDCA を行ってほしい。 

・工程改善で作業の効率化を図ってほしい。 

・現場意見が反映され、医療従事者の負荷が減り、ワークライフバランスを大切にできるよう

にしてほしい。 

・レセプトデータを分析して運営の参考にしてみてほしい。 

・電子カルテは高額ではあるが、病院間の規格統一も考えていく必要がある。 

・売り上げを伸ばして赤字を減らすのではなく、健康な方を増やして医療費を減らしていくこ

とが大切。 



（経営の効率化） 

 ・全体の収支、全体としての経営状況を示した方が良い。 

・毎年 8 億円入れないと経営ができない状況で、コロナ補助金で積み上がった 27 億円も減って

いくことが想定される。 

・公立病院は大半が赤字で、医師不足が主な原因。 

・医師の偏在もあり、赤字の改善は難しい。 

・国の劇的な政策がないと地方公立病院に医師は集まらない。 

 

（住民の理解のための取組み） 

 ・リスクコミュニケーションに力を入れられると良い。 

・その中で市の広報等で新しい医療機器の導入情報などを発信すると良い。 

 

（管理体制の強化） 

 ・取り組みができなかったのは方法が問題なのか。 

・トップから現場まで一体となって取り組めるといい。 

 

（経営形態） 

 ・経営形態を議論する際は、専門家だけでなく、市民も含めた多面的な検討をしてほしい。 

 

 

【委員長総括】 

 これからの医療は人口動態を考えると、介護も含め広域化が必須となっています。 

 施設の在り方やスタッフの確保など、検討すべき課題は多くあり、東濃東部の医療圏を意識し

た枠組みで検討すべきと考えます。 

 今後の方向性や取り組みなどについて、関係する団体、特に恵那市や長野県南部を含む医療圏

での協議や連携は不可欠であり、取り組みの強化を図られたい。 


